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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮像光学系を備えた内視鏡本体；この内視鏡本体に着脱可能なビデオプロセッサ；このビ
デオプロセッサに電源供給する電源；前記ビデオプロセッサによる撮像画像を表示するＴ
Ｖモニタ；を備えた電子内視鏡装置であって、
　前記ビデオプロセッサに、
　前記撮像光学系により形成された像を撮像する撮像回路系及び前記撮像光学系の焦点状
態を調節する電動焦点調節機構を含む患者側回路と、
　前記撮像回路系からの信号を前記ＴＶモニタに表示可能にするビデオ処理回路を含み、
前記電源からの電源供給を受ける中間回路と、
　この患者側回路と中間回路の間に位置し、一次側で前記中間回路を介しての電源供給を
受け、二次側を分割して前記撮像回路系と前記電動焦点調節機構に個別に接続した絶縁ト
ランスとを設け、
　この絶縁トランスを介して、前記撮像回路系の電源ラインと前記電動焦点調節機構の電
源ラインを独立させたこと、及び、
　前記患者側回路に前記撮像光学系の焦点状態に基づいて前記電動焦点調節機構を動作さ
せる合焦手段を備え、この合焦手段に前記撮像回路系の電源ラインから電源供給すること
、
を特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
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請求項１記載の電子内視鏡装置において、前記撮像回路系には、前記撮像光学系によって
形成された像を電子画像化する固体撮像素子と、この固定撮像素子を駆動させる撮像駆動
回路と、前記固体撮像素子の出力信号を処理する信号処理回路とが含まれている電子内視
鏡装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の電子内視鏡装置において、前記電動焦点調節機構には、前記撮像
光学系の一部である焦点調節レンズを移動させるモータと、このモータを駆動させるモー
タ駆動回路とが含まれている電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】
本発明は、電動焦点調節機構を備えた電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
電子内視鏡では、撮像光学系の焦点状態を電動で調整する電動焦点調節機構を備えたもの
が知られている。この電動焦点調節機構は、撮像光学系によって形成された像を撮像する
撮像回路系や内視鏡内部に設けられた他の各種回路と同様に、内視鏡とは強化絶縁された
商用電源からの電源供給を受けて動作するのが一般的である。
【０００３】
しかしながら、上記電動焦点調節機構と上記撮像回路系とを同一の電源によって同時に動
作させようとすると、電動焦点調節機構の動作時に生じるノイズが電源ラインを介して撮
像回路系の出力信号（映像信号）に乗ってしまい、内視鏡画像が乱れてしまうことが判明
した。
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、電動焦点調節機構の動作時に生じるノイズが撮像回路系の出力信号に乗ること
のない電子内視鏡装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
　本発明は、撮像光学系を備えた内視鏡本体；この内視鏡本体に着脱可能なビデオプロセ
ッサ；このビデオプロセッサに電源供給する電源；前記ビデオプロセッサによる撮像画像
を表示するＴＶモニタ；を備えた電子内視鏡装置であって、前記ビデオプロセッサに、前
記撮像光学系により形成された像を撮像する撮像回路系及び前記撮像光学系の焦点状態を
調節する電動焦点調節機構を含む患者側回路と、前記撮像回路系からの信号を前記ＴＶモ
ニタに表示可能にするビデオ処理回路を含み、前記電源からの電源供給を受ける中間回路
と、この患者側回路と中間回路の間に位置し、一次側で前記中間回路を介しての電源供給
を受け、二次側を分割して前記撮像回路系と前記電動焦点調節機構に個別に接続した絶縁
トランスとを設け、この絶縁トランスを介して、前記撮像回路系の電源ラインと前記電動
焦点調節機構の電源ラインを独立させたこと、及び、前記患者側回路に前記撮像光学系の
焦点状態に基づいて前記電動焦点調節機構を動作させる合焦手段を備え、この合焦手段に
前記撮像回路系の電源ラインから電源供給することを特徴としている。
【０００６】
この構成によれば、撮像回路系の電源ラインと電動焦点調節機構の電源ラインとがそれぞ
れ独立しているので、電源焦点調節機構が動作したときに生じるノイズが電源ラインを介
して撮像回路系に入り込むことがなく、画像ノイズを軽減することができる。
【０００９】
撮像回路系には、例えば、撮像光学系によって形成された像を電子画像化する固体撮像素
子と、この固定撮像素子を駆動させる撮像駆動回路と、前記固体撮像素子の出力信号を処
理する信号処理回路とが含まれているのが実際的である。
【００１０】
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電動焦点調節機構には、例えば、撮像光学系の一部である焦点調節レンズを移動させるモ
ータと、このモータを駆動させるモータ駆動回路とが含まれているのが実際的である。上
記モータには、焦点調節レンズの位置を微調整できるように、小型ステッピングモータや
小形ブラシレスモータ等を用いるとよい。なお、モータは、焦点調節レンズに替えて、撮
像回路系の一部である固体撮像素子を移動させる駆動手段として用いてもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の第１実施形態による医療用オートフォーカス（ＡＦ）電子内視鏡装置の
主要構成を示すブロック図である。本ＡＦ電子内視鏡装置１は、内視鏡本体１０、ビデオ
プロセッサ２０、商用電源３０及びＴＶモニタ４０から構成される。
【００１３】
内視鏡本体１０は、詳細は図示しないが、患者の体腔内に導入する挿入部１０ａと、挿入
部１０ａの基端に接続された操作部と、この操作部から延出するユニバーサルチューブの
先端に設けられたコネクタ部１０ｂとを有し、このコネクタ部１０ｂを介してビデオプロ
セッサ２０に着脱可能である。挿入部１０ａには、対物レンズ１１と、この対物レンズ１
１の後方に配置された焦点調節レンズ１２及びＣＣＤ１３と、対物レンズ１１の光軸方向
に沿って焦点調節レンズ１２を移動させるレンズモータ１４とが備えられている。レンズ
モータ１４には、焦点調節レンズ１２の位置を微調整できるように、小型ステッピングモ
ータや小形ブラシレスモータ等を用いる。コネクタ部１０ｂを介して内視鏡本体１０がビ
デオプロセッサ２０に装着されているとき、内視鏡本体１０内のＣＣＤ１３及びレンズモ
ータ１４は、ビデオプロセッサ２０内の患者側回路２１に対して電気的に接続される。よ
り具体的には、ＣＣＤ１３はＣＣＤ駆動回路２１１及び信号処理回路２１２に電気的に接
続され、レンズモータ１４はモータ駆動回路２１４に電気的に接続される。
【００１４】
ビデオプロセッサ２０は、患者側回路２１、中間回路２２、絶縁回路２３、第１絶縁トラ
ンス２４及び第２絶縁トランス２５を備え、患者側回路２１内に、同期信号に基づいてＣ
ＣＤ１３を駆動させるＣＣＤ駆動回路２１１、ＣＣＤ１３から出力された撮像信号を処理
（増幅や周波数帯域補正など）する信号処理回路２１２、合焦回路２１３及びレンズモー
タ１４を駆動するモータ駆動回路２１４を設けている。合焦回路２１３は、上記撮像信号
の一部を信号処理回路２１２から入力してコントラスト情報を求め、このコントラスト情
報に基づいて最適ピント位置を算出し、この最適ピント位置まで焦点調節レンズ１２が移
動するようにモータ駆動回路２１４を介してレンズモータ１４を動作させる。本実施形態
では、焦点調節レンズ１２、レンズモータ１４及びモータ駆動回路２１４によって電動焦
点調節機構が構成され、ＣＣＤ１３、ＣＣＤ駆動回路２１１及び信号処理回路２１２によ
って撮像回路系が構成されている。
【００１５】
絶縁回路２３は、患者側回路２１と中間回路２２との間に介在し、電気的に絶縁させた状
態で患者側回路２１と中間回路２２の間の信号授受を行なわせる。この絶縁回路２３は、
フォトカプラまたはトランス等の絶縁素子により構成することが可能である。中間回路２
２は、Ａ／Ｄ変換回路やガンマ補正回路、ビデオ処理回路２２０などを含み、絶縁回路２
３を介して入力した撮像信号（信号処理回路２１２の出力信号）をＴＶモニタ４０に表示
可能な映像信号に変換してＴＶモニタ４０へ出力する。
【００１６】
第１絶縁トランス２４は、中間回路２２と商用電源３０の間に介在し、中間回路２２と商
用電源３０の間を電気的に絶縁させた状態で、商用電源３０からの出力電源を中間回路２
２側に与える。別言すれば、この第１絶縁トランス２４により、商用電源３０から中間回
路２２への共有電源ラインは絶縁されている。この結果、上記共有電源供給ラインとビデ
オ処理回路２２０からＴＶモニタ４０に出力される映像信号ラインとの間にも電気絶縁性
が確保され、映像信号ラインが共有電源供給ラインからの影響（ノイズ）を受けることが
ない。



(4) JP 4373679 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

【００１７】
第２絶縁トランス２５は、患者側回路２１と中間回路２２の間に介在し、患者側回路２１
と中間回路２２の間を電気的に絶縁させた状態で、中間回路２２側からの供給電源を患者
側回路２１に与える。第２絶縁トランス２５の一次側Ｔ１には、商用電源３０からの共有
電源ラインが接続されている。この第２絶縁トランス２５及び絶縁回路２３によって患者
側回路２１と中間回路２２は絶縁されているため、結果として、患者側回路２１（内視鏡
本体１０）と商用電源３０及びＴＶモニタ４０の間の電気絶縁性も確保されている。
【００１８】
以上のＡＦ電子内視鏡装置１は、商用電源３０から供給される共有電源ラインを第２絶縁
トランス２５にて、ＣＣＤ駆動回路１５及び信号処理回路１６を含む撮像回路系に電源供
給する電源ラインＶｃと、レンズモータ１４及びモータ駆動回路１８を含む電動焦点調節
機構に電源供給する電源ラインＶｍとを分離させたことを特徴としている。
【００１９】
具体的には、第２絶縁トランス２５の一次側Ｔ１を中間回路２２に接続し、二次側Ｔ２を
２段Ｔｃ、Ｔｍに別けて患者側回路２１に接続してある。患者側回路２１では、二次側Ｔ
２の一方の段ＴｃにＣＣＤ駆動回路２１１、信号処理回路２１２及び合焦回路２１３を接
続し、他方の段Ｔｍにモータ駆動回路２１４を接続してある。これにより、第２絶縁トラ
ンス２５の一次側Ｔ１に供給された共有電源ラインは第２絶縁トランス２５の２次側Ｔ２
で２分割され、ＣＣＤ駆動回路２１１及び信号処理回路２１２を含む撮像回路系と、レン
ズモータ１４及びモータ駆動回路２１４を含む電動焦点調節機構とにそれぞれ独立して与
えられる。本実施形態では、合焦回路２１３を患者側回路２１側に設けており、この合焦
回路２１３には撮像回路系の電源ラインＶｃから電源供給を行なう。
【００２０】
このように第１実施形態では、商用電源３０から供給された共有電源ラインを第２絶縁ト
ランス２５にて別々に分離させて撮像回路系の電源ラインＶｃ及び電動焦点調節機構の電
源ラインＶｍとしているので、レンズモータ１４の動作時に生じるノイズが電源ラインＶ
ｃ、Ｖｍを介して撮像回路系に入り込むことがなく、画像ノイズの乗っていない良好な内
視鏡画像を得ることができる。
【００２１】
図２は、本発明の第２実施形態によるＡＦ電子内視鏡装置１’の主要構成を示すブロック
図である。第２実施形態では、患者側回路２１内に電池６０を備え、この電池６０によっ
て、レンズモータ１４及びモータ駆動回路２１４を含む電動焦点調節機構を動作させてい
る。電池６０は患者側回路２１に対して着脱可能としてある。一方、ＣＣＤ駆動回路２１
１及び信号処理回路２１２を含む撮像回路系には、第１絶縁トランス２４、中間回路２２
及び第２絶縁トランス２５’を介して、商用電源３０から電源供給されている。この第２
絶縁トランス２５’は、一次側が中間回路２２に接続され、二次側が患者側回路２１の撮
像回路系に接続されている。このように第２実施形態では、電動焦点調節機構の電源と撮
像回路系の電源とを別々に備えているので、第１実施形態と同様、レンズモータ１４の動
作時に生じたノイズが電源ラインＶｃから撮像回路系に入り込むことがなく、画像ノイズ
を良好に抑えることができる。なお、電池６０は、内視鏡本体１０内に設けてもよい。
【００２２】
以上の各実施形態によれば、ＣＣＤ駆動回路２１１及び信号処理回路２１２を含む撮像回
路系の電源と、レンズモータ１４及びモータ駆動回路２１４を含む電動焦点調節機構の電
源とがそれぞれ独立している。よって、レンズモータ１４の動作時に生じたノイズが電源
ラインを介して撮像回路系の出力信号に乗ってしまうことがない。これにより、画像ノイ
ズを軽減することができ、鮮明な内視鏡画像を得ることができる。また上記各実施形態に
よれば、万が一、検査中に電動焦点調節機構系に不具合が発生した場合でも、撮像回路系
は、電動焦点調節機構とは電源が独立しているので、該不具合の影響を受けることなく正
常に動作できる。これにより、画像が途切れることがなく、安全に対処することができる
。
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上記各実施形態では、ＣＣＤ駆動回路２１１及び信号処理回路２１２と、合焦回路２１３
と、モータ駆動回路２１４とをすべてビデオプロセッサ２０側に備えているが、ＣＣＤ駆
動回路２１１及び信号処理回路２１２と、合焦回路２１３と、モータ駆動回路２１４は内
視鏡本体１０側に備えてもよい。
【００２４】
上記各実施形態では固体撮像素子としてＣＣＤ１３を用いているが、これに限定されず、
Ｃ－ＭＯＳを用いてもよい。また上記各実施形態におけるＡＦ動作は、焦点調節レンズ１
２の位置を固定し、レンズモータ１４によりＣＣＤ１３を移動させて行なうことも可能で
ある。
【００２５】
【発明の効果】
以上のように、本発明の電子内視鏡によれば、撮像回路系の電源と電動焦点調節機構の電
源とが独立しているので、電動焦点調節機構の動作時に生じるノイズが電源ラインを介し
て撮像回路系の出力信号に乗ることがなく、鮮明な内視鏡画像が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態によるオートフォーカス電子内視鏡装置の主要構成を示す
ブロック図である。
【図２】本発明の第２実施形態によるオートフォーカス電子内視鏡装置の主要構成を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
１　　ＡＦ電子内視鏡装置
１０　　内視鏡本体
１０ａ　挿入部
１０ｂ　コネクタ部
１１　　対物レンズ
１２　　焦点調節レンズ
１３　　ＣＣＤ
１４　　レンズモータ
２０　　ビデオプロセッサ
２１　患者側回路
２１１　ＣＣＤ駆動回路
２１２　信号処理回路
２１３　　合焦回路
２１４　　モータ駆動回路
２２　　中間回路
２２０　ビデオ処理回路
２３　　絶縁回路
２４　　第１絶縁トランス
２５　　第２絶縁トランス
３０　　商用電源
４０　　ＴＶモニタ
６０　　電池
Ｖｃ　　撮像回路系の電源ライン
Ｖｍ　　電源焦点調節機構の電源ライン



(6) JP 4373679 B2 2009.11.25

【図１】 【図２】



(7) JP 4373679 B2 2009.11.25

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０４－０１３１１２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－１６５３５８（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２９９７３１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０１－１３８８５４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２６３０５８（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１４７６１５（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１２６１１２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61B   1/04



专利名称(译) 电子内视镜装置

公开(公告)号 JP4373679B2 公开(公告)日 2009-11-25

申请号 JP2003016936 申请日 2003-01-27

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

当前申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 金子邦清

发明人 金子 邦清

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24

FI分类号 A61B1/04.362.J A61B1/00.680 A61B1/00.684 A61B1/00.735 A61B1/04.362 G02B23/24.A G02B23/24.
B

F-TERM分类号 2H040/BA05 2H040/DA42 2H040/GA02 2H040/GA06 4C061/JJ15 4C061/PP13 4C061/SS03 4C161
/JJ15 4C161/PP13 4C161/SS03

代理人(译) 三浦邦夫

其他公开文献 JP2004223113A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种电子内窥镜设备，其中在电焦点调节机构的操作期间产生的噪
声不会依赖于成像电路系统的输出信号。 一种电子内窥镜装置，包括成
像光学系统，用于调节成像光学系统的聚焦状态的电焦点调节机构，以
及用于对由成像光学系统形成的图像成像的成像电路系统，图像拾取电
路系统的电源和电焦点调节机构的电源是独立的。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/143c9cb2-9a6c-4fb9-b7a1-2f0f8118fab4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032904222/publication/JP4373679B2?q=JP4373679B2

